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平成２１年度事業報告

近年、少子化がさらに進み、地域住民相互の連帯意識の希薄化が懸念され、青少年非行や

犯罪の多発、不登校やひきこもり、携帯電話等による有害環境の問題など、青少年に関わる

様々な問題が生じています。

こうした背景には、家庭、学校、地域など青少年を取り巻く環境や価値観の変化があると

考えられ、それぞれの分野でのきめ細かい対応が必要となっています。

このような中、青少年自身を含めた、各世代が青少年の健全育成に一丸となって循環シス

テムの構築に取り組むとともに、そこで育った青少年が地域の様々な催し等に参加し、地域

とのつながりを深めながら地域づくりに関わっていくためのリーダー活動を支援してまいり

ました。

また、既存事業についても、「少年メッセージ２００９」、「家庭の日」関連事業などを

中心に、青少年育成県民運動を積極的に推進しました。

なお、平成２１年９月末までの青少年活動センターの指定管理については、これまで以上

に関係団体と連携し、青少年活動の活性化を図ってまいりました。

１ 「地域の育成力」の強化と推進体制づくり１ 「地域の育成力」の強化と推進体制づくり１ 「地域の育成力」の強化と推進体制づくり１ 「地域の育成力」の強化と推進体制づくり

（１）地域推進体制強化事業

地域社会の大人の一人ひとりが、青少年の育成に関心を持ち、青少年と交流を深め、青

少年を見守り育んでいく「地域の育成力」の強化と体制づくりを推進しました。

① 市町村民会議等との連携

各市町村民会議等が抱える課題や問題点に対する共通認識を深め、今後の健全育成の

取組について意見交換するための代表者会議を開催するとともに、各市町村を訪問し、

意見交換や情報収集等を行うことによるネットワークづくりを推進し、協会事業の円滑

な推進と育成活動の充実を図りました。

開 催 日 場 所 対象 参加 内 容

人数

○紀北ブロック 和歌山ﾋﾞｯｸﾞ愛9階 和歌山市･海草･ 24名 ◎平成21年度事業経過報告

平成22年1月13日(水) (和歌山市) 那賀･伊都地方 ◎平成22年度事業計画(案)説明

○紀中ブロック 有田振興局 有田･日高地方 21名 ◎各市町村の取り組み状況

平成22年1月14日(木) (湯浅町) ◎分散会

○紀南ブロック 東牟婁振興局 西牟婁･東牟婁 22名

平成22年1月18日(月) (新宮市) 地方

②地域指導者研修会の開催

地域の青少年育成活動を活発にするため、各地方で活躍している指導者及び市町村民

会議等の役員等を対象に研修会を実施しました。
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期 日 会 場 参加数 内 容

講演会｢つながる､広がる､地域づくりについて｣

平成21年5月24日(日) ﾎﾃﾙｼｰﾓｱ(白浜町) 100名 講師:三菱UFJﾘｻｰﾁ&ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ㈱

主任研究員 善積康子 氏

分散会、全体会

③青少年育成県民運動推進委員会の運営

各地域で県民運動を推進する青少年育成県民運動推進委員の連携を図るための推進委

員会理事会の開催や、推進委員の資質向上を目的とした研修会を実施しました。

（理事会）

第１回 平成２１年４月２１日(火) 和歌山ビッグ愛８階

和歌山県青少年活動センター活動室

◎平成２０年度事業報告案及び収支決算案並びに平成２０年度収支決算監査報告

について

◎平成２１年度事業計画(案)および収支予算(案)

◎地域指導者研修会および県推進委員研修会の開催について

◎役員の改正について

第２回 平成２１年９月２９日(火) 和歌山ビッグ愛８階

和歌山県青少年活動センター活動室

◎平成２１年度事業経過報告について

◎平成２１年度青少年健全育成県民大会について

◎(社)青少年育成国民会議解散の経過について

◎先進地視察の実施について

第３回 平成２２年３月１５日(日) ホテルシーモア(白浜町)

◎平成２１年度事業経過報告について

◎平成２２年度の取り組みについて

◎地域指導者研修会及び県推進委員研修会の開催について

◎市町村民会議等への補助金について

（研修会）

期 日 会 場 参加数 内 容

平成21年5月25日(月) ホテルシーモア 75名 事例紹介 ｢秋津野ｶﾞﾙﾃﾝでの取り組みについて｣

(白浜町) 施設見学 ｢旧校舎を活用した施設運営｣

④地方推進委員連絡協議会事業への助成

県内８地方の推進委員連絡協議会の活動および県民運動推進委員に活動費を助成し、

地域における県民運動の展開、地域の育成力の強化を図りました。

対 象 補 助 額

青少年育成推進委員会連絡協議会活動事業補助 640千円(1地方 80千円)

各地方青少年育成県民運動推進委員活動補助 330千円
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（２）県民運動推進事業

青少年育成県民運動のより一層の推進のため、各種啓発事業を実施し、青少年の健全育

成に対する県民の理解が深まるように取り組みました。

①青少年健全育成県民大会の開催（県共催事業）

１１月の「青少年健全育成強調月間」において、家庭・地域・学校・職場・行政等が

一体となった青少年育成県民運動の気運の高揚と県民の理解を促すため開催しました。

また、優れた活動を行っている青少年育成指導者や青少年団体を顕彰しました。

開 催 日 場 所 内 容

◎(社)和歌山県青少年育成協会会長表彰・感謝状

和歌山 ・会長表彰 8名 ・会長感謝状 1名

平成21年11月7日(土) ﾋﾞｯｸﾞ愛大ﾎｰﾙ ◎青少年健全育成巡回活動隊への知事ﾒｯｾｰｼﾞ伝達

(和歌山市) ◎講演｢ﾈｯﾄ社会で生き抜く力を育てるために｣

講師:浅井和行氏(日本ﾈｯﾄ安全ﾓﾗﾙ学会副会長､

京都教育大学大学院教授)

◎ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ

②「夏の子どもを守る運動」（７月１日～８月３１日）の推進

夏場における青少年の非行防止や犯罪被害防止、水の事故等を防止するため、関係機

関等と連携し、街頭啓発や児童に対する水難事故防止教室等を開催しました。

③青少年アドバイザー会に対する支援

青少年育成アドバイザー会が月2回実施する電話相談「青少年相談～はじめのいっ

ぽ」を支援し、活動補助金(50千円)を交付しました。

（３）「少年メッセージ２００９」和歌山県大会の開催

今を生きる中学生が何を考え、何を社会に対して訴えたいのか、また、これからどのよ

うなことをしていきたいのかをテーマにした作文を募集し、子ども達が人生や社会につい

て考えるきっかけを提供するとともに、地方予選などを通じて選ばれた18名による発表大

会を開催しました。大会を通じ、中学生に対する大人の理解を深めるとともに、中学生の

社会参加と意識啓発の促進を図りました。

開催日 会 場 観客数 県内中学生 応募者数 応募率

平成21年8月8日(土) 新宮市福祉ｾﾝﾀｰ 約350名 30,826名 11,938名 約40%

(新宮市)

（４）リレー式次世代健全育成事業の実施（県委託事業）

青少年自身が地域の青少年を育成するリレー式次世代健全育成事業を通じて、次代を担

う青少年育成の循環システムの構築に取り組み、地域における健全育成の体制づくりと育

成力の強化を図りました。
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開 催 場 所 開 催 日 参 加 数 合 計 年 間

ｼﾞｭﾆｱ ﾕ ｰ ｽ 合 計

和歌山市 PART1 H.21.8.23.～8.25. 44 7 51

少年自然の家 PART2 H.22.3.26.～3.28. 48 10 58 109

紀北青少年の家 PART1 H.21.8.19.～8.21. 51 16 67

PART2 H.22.3.20.～3.22. 55 19 74 141

白崎青少年の家 PART1 H.21.8.15.～8.17. 52 32 84

PART2 H.22.3.26.～3.28. 54 6 60 144

潮岬青少年の家 PART1 H.21.8. 9.～8.11. 47 17 64

PART2 H.22.3.27.～3.29. 59 8 67 131

合 計 ＰＡＲＴ１ 194 72 266

ＰＡＲＴ２ 216 43 259 525

年 間 合 計 ＰＡＲＴ１＆ＰＡＲＴ２ 410 115 525

＊ ｼﾞｭﾆｱ･･･小学５年生・６年生、ﾕｰｽ･･･中学生・高校生

２ 青少年活動の推進と居場所づくり２ 青少年活動の推進と居場所づくり２ 青少年活動の推進と居場所づくり２ 青少年活動の推進と居場所づくり

（１）リーダー活動支援事業

リレー式次世代健全育成事業で育成したユースリーダーやジュニアリーダーが、各地域

で活動できるよう支援を行いました。

4団体 350千円

（２）青少年団体活動支援事業

青少年団体活動の活性化のため、健全育成活動や集団活動を通じて資質の向上を図って

いる青少年団体が実施する様々な事業に対し補助金を交付しました。

4団体 800千円

（３）青少年育成情報発信事業

各種の青少年団体や育成協会の情報を様々な媒体で効果的に発信することで、青少年活

動への参加や交流のきっかけづくりに取り組みました。

① 協会ホームページの立ち上げと運営管理

新たに協会ホームページを立ち上げ、協会事業をはじめ青少年の育成に関する有益な

情報を多くの方に提供しました。

また、一定の要件を満たす青少年団体には、協会ホームページを団体紹介や情報発信

の場として提供し、青少年団体のPRなどに貢献しました。

② メールマガジンの発行（新規事業）

協会会員や希望者を対象に、協会事業のお知らせや健全育成に関する様々な情報をメ

ールマガジン(不定期)で発信しました。
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（４）「家庭の日」運動の推進事業

毎月第3日曜日を「家庭の日」と定め、家族全員が家族のふれあいの大切さなど再認

識する機会の提供を各種事業を実施することを通して、明るい家庭づくりの推進と絆づ

くりに取り組みました。

① 「家族そろって新入生」啓発リーフレットの作成（共同募金会助成事業）

小学校入学前の子どもを持つ保護者を対象として、家庭での教育やしつけに関するこ

となどを中心に、保護者と子どもを応援するためのリーフレット13,000部を作成し、幼

稚園、保育所等を通じて配布しました。

② 「家族そろって新入生」－親も学ぼうセミナーの開催

「家族そろって新入生」リーフレットを活用し、子育て中の保護者を対象に講演会

を開催しました。

開催日 開催場所 講 師 参加数

平成21年9月5日(土) きびﾄﾞｰﾑ(有田川町) 和大教育学部

教授 米澤好史 氏 47名

平成21年9月12日(土) 岩出市総合保健福祉ｾﾝﾀｰ(岩出市) 和歌山信愛女子短大

教授 室みどり 氏 48名

③ 家庭の日絵画作品募集事業

家族にまつわる絵画を募集し、作品に表現された「ふれあいとやすらぎ」のある家庭

像をもって、家族や家庭の大切さについて改めて県民の理解を得るための啓発活動を行

いました。

募集期間 平成21年5月11日～9月4日 応募総数 607点

賞 ﾌｧﾐﾘｰ賞 1名 ふれあい賞 1名 やすらぎ賞 1名 入賞 7名

（５）子どもゆめ基金助成事業「和太鼓体験教室」

子ども達への伝統文化の継承、地域における青少年の自主性や社会性を養うため「和太

鼓」に触れる機会を提供し、健全な青少年を育成するため開催しました。

練習期間 練習会場 参加数 発 表 会 観客数

平成21年10月 和歌山ﾋﾞｯｸﾞ愛 17名 平成22年1月24日(日) 約700名

～平成22年1月 (和歌山市) 有田市民会館大ホール

（６）青少年活動センターの運営管理

青少年団体の活動と交流の拠点として、関係団体と連携しながら利用しやすい環境づく

りに取り組みました。

なお、平成21年9月まで、指定管理者として運営管理をしました。

① 青少年活動センターの運営

様々な青少年団体の情報交換と交流、青少年団体指導者の育成と活動に関する研修機

会の提供など、青少年活動の拠点としてより多くの方に利用していただきやすい青少年

活動センターの運営に努めました。
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② センター事業の実施

青少年育成指導者の資質向上を図るとともに、初めての方にも気軽に参加していただ

けるよう多様な分野の研修会や体験セミナー等を実施しました。

開催日 実 施 団 体 内 容 参加 備 考

講演会 元､(社)青少年育成国民会議

4/18(土) 青少年育成協会 ｢今どきの青少年に思 21 育成推進部長代理

うこと｣ 笠井浩幸 氏

5/16(土) 海友会海草ﾌﾞﾛｯｸ ﾊﾞﾙｰﾝｱｰﾄ体験教室 33 海友会海草ブロック

｢熊野古道｣を世界遺産に 講演会 和歌山県世界遺産マスター

6/20(土) 登録するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ準備会 ｢青少年に伝える熊野 22 小野田真弓 氏

古道の歩き方｣

7/11(土) (社)ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ日本連盟 うどん打ち教室 58 (社)ｶﾞｰﾙｽｶｳﾄ日本連盟

和歌山県支部 和歌山県支部

講演会 ｢家族そろって新入生｣活用

9/ 5(土) 青少年育成協会 ｢親子のよりよいｺﾐｭﾆｹ 47 和大教育学部

ｰｼｮﾝのために｣ 教授 米澤好史 氏

講演会 ｢家族そろって新入生｣活用

9/12(土) 青少年育成協会 ｢発達の連続性から見 48 和歌山信愛女子短大

直しと見通しを｣ 教授 室みどり 氏

３ 協会の体制と財政基盤の充実強化３ 協会の体制と財政基盤の充実強化３ 協会の体制と財政基盤の充実強化３ 協会の体制と財政基盤の充実強化

青少年問題は大人社会の鏡であるという認識のもと、地域の大人一人ひとりが青少年に

模範を示し、地域における人と人とのつながることの大切さを再認識できる地域づくりを

推進しました。

また、各市町村民会議や各関係団体と連携・協働して、効果的に事業を実施し、青少年

育成県民運動に取り組みました。

引き続き、当協会の設立趣旨に賛同していただける新規会員の加入促進と財政基盤の充

実を図り、効率的な事業運営に努めました。

（ 参 考 ）

①通常総会

平成21年6月13日(土) 和歌山ﾋﾞｯｸﾞ愛大ホール

◎平成20年度事業報告並びに収支決算報告について

◎平成21年度事業計画(案)並びに収支予算(案)について

◎役員の選任について

◎記念講演

・テーマ 「ネット問題も含めた少年非行の現状と対策について」

講 師 和歌山県警察少年課

課長補佐兼少年事件指導官 堀内康弘 氏
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②理事会

第1回 平成21年5月19日(火)

和歌山ビッグ愛8階 和歌山県青少年活動センター活動室

◎平成20年度事業報告(案)及び収支決算(案)について

◎平成21年度事業計画(案)及び収支予算(案)について

◎役員の選任について

第2回 平成21年10月26日(月) 和歌山ﾋﾞｯｸﾞ愛9階

◎平成21年度青少年健全育成県民大会における青少年育成協会会長表彰の承認に

ついて

◎平成21年度協会事業の経過報告について

◎その他 (社)青少年育成国民会議の経過報告について

新公益法人制度改革について

第3回 平成22年3月24日(水) 和歌山ﾋﾞｯｸﾞ愛9階

◎平成21年度事業経過報告及び収支補正予算(案)について

◎平成22年度事業計画(案)及び収支予算(案)について

◎役員の選任について

◎その他 育成協会ロゴマーク募集について

公益法人化計画(案)について

宗教法人の残余財産の受入と活用について

平成22年度少年メッセージ２０１０記念事業について

③会員数等

新規会員加入の促進を図り、財政基盤の充実に努めましたが、経済情勢を反映し、正

会員・賛助会員ともに会費収入が減少しています。

正 会 員 賛 助 会 費 収 入

平 成 個 人 団 体 計 会 員 合 計 正 会 員 賛助会員 合 計

15 493 149 642 212 854 1,477,000 2,170,000 3,647,000

20 378 123 501 230 731 1,251,000 2,150,000 3,401,000

21 382 122 504 202 706 1,251,000 2,030,000 3,281,000

増 減 △ 111 △ 27 △ 138 △ 10 △148 △226,000 △ 140 △ 366

増減率 △22.5 △18.1 △21.5 △4.7 △17.3 △ 15.3 △ 6.5 △ 10.1

＊ 会員数は、各年度の３月３１日現在。

＊ 会費収入は、、各年度の決算。ただし、平成２１年度は、３月１９日現在。

＊ 増減・増減率は、平成１５年と２１年の比較。


